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研究成果の概要 

1) 大気構造を推定するトモグラフィー手法の開発にあたり、検証用データ（大気モデルから推定した

データと GNSS による実観測データの 2 種類）を取得、整備した。まず、大気モデルの物理量（気

温・水蒸気量）から実際の衛星配置を考慮し大気遅延量を推定する、衛星シミュレーターを作成し

た。作成したシミュレーターを用い、通年の大気遅延量データを推定した。このデータを用いるこ

とで観測誤差を排除したトモグラフィー手法の推定精度を議論できるようになった。次に、GNSS視

線方向遅延量の実観測データを準備した。ラジオゾンデ観測点近傍の GNSS 観測点を対象とし、既

存の測位解析ソフトウェアを用いて視線方向遅延量を推定した。季節変化を考慮した推定を実施す

るため、こちらも通年のデータを整備した。 

 

2) トモグラフィー解析システムの開発を実施した。先行研究で用いられている Kaczmarz 法に基づく

解法と、さらにこれと類似した正則化を用いた反復法を対象として、推定手法の選定を行った。1)

で整備した検証用データを用い、推定時に用いる重み付け関数についても先行研究で用いられてい

るものの他に、独自に作成した関数を用い推定精度の検証を行った。 

 

3) 研究居室や開発環境等の整備を行った。専用の居室を手配していただいた。 
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